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学会発表数

社会活動

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

特 許

日本臨床口腔病理学会

0 0 1 1 0 6

A-a A-b B-a B-b
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

永野健一・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「細胞骨
格関連分子Kidによる骨・軟骨代謝制御機構
の解明」

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

片瀬直樹・助教 学術評議員 日本病理学会

藤田修一・准教授 学術評議員 日本病理学会

片瀬直樹・助教
Oncology Letters誌 Editorial board
member

Spandidos Publication

片瀬直樹・助教 Biomedicine誌 Section Board Member MDPI

片瀬直樹・助教 代議員 歯科基礎医学会

片瀬直樹・助教 将来検討委員会 委員

藤田修一・准教授 代議員 歯科基礎医学会

永野健一・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「アミノ
酸センサーうま味受容体が担う悪性黒色腫
の増殖・浸潤・遠隔転移機構の解明」

永野健一・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「小児骨
粗しょう症治療を見据えた顎顔面発達にお
けるBMP3の役割」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

片瀬直樹・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「DKK3機
能ドメイン抑制ペプチドによる頭頸部癌制
御」

永野健一・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「がん・
骨格筋連関の解明により口腔扁平上皮がん
の浸潤を制御する分子基盤の確立」

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

永野健一・助教 一般財団法人 輔仁会 代表
医学・歯学の教育研究の奨励助成金「骨代
謝制御においてWnt Signaling間クロストー
クが果たす役割の解明」

永野健一・助教 日本学術振興会 分担

科学研究費助成事業 国際共同研究加速基金
(国際共同研究強化(B))「新たな骨再生医療
創成に向けた間葉系幹細胞の再定義とエネ
ルギーセンシング機構の解明」

永野健一・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「ROSシグ
ナルの挙動と反応不均一性を解明し新規フ
ラボノイドによる骨再生を目指す」

片瀬直樹・助教
がん治療用医薬組成物およびが
ん治療薬をスクリーニングする
方法

2022年1月13日 出願中 特願2022-004012

片瀬直樹・助教

（特願２０２２－００４０１２
を基礎とする優先権主張出願）
がん治療用医薬組成物およびが
ん治療薬をスクリーニングする
方法

2022年8月24日 出願中 特願2022-133659
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その他
 非常勤講師

 新聞等に掲載された活動

 学術賞受賞

永野健一・助教 非常勤講師（硬組織薬理学） 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科

藤田修一・准教授 非常勤講師（病理学・口腔病理学） 長崎歯科衛生士専門学校

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

片瀬直樹・助教 非常勤講師（病理学概論） 長崎医療技術専門学校

藤田修一・准教授
非常勤講師（病理学・病理検査学・病態
解析学演習）

九州医学技術専門学校

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

片瀬直樹・助教

DKK3タンパクの機能を阻害
するペプチドを開発、頭頚
部扁平上皮癌細胞の増殖、
浸潤を抑制することに成
功。将来的な臨床応用が期
待される。

長崎大学公式ウェ
ブサイト

2022年11月1日

DKK3の機能ドメインに対する
相補性ペプチドの開発につい
て説明を行った。

片瀬直樹・助教
三学会合同学術大会 大会長賞
（ポスター）

日本口腔内科学会・日
本臨床口腔病理学会・
日本口腔診断学会

「DKK3/CKAP4 axisは口腔扁
平上皮癌の予後不良因子であ
る」の演題で受賞した

片瀬直樹・助教

DKK3タンパクの機能を阻害
するペプチドを開発、頭頚
部扁平上皮癌細胞の増殖、
浸潤を抑制することに成
功。将来的な臨床応用が期
待される

日本の研究.com 2022年11月1日

DKK3の機能ドメインに対する
相補性ペプチドの開発につい
て説明を行った

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等
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